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１
・
は
じ
め
に

私
た
ち
東
腎
協
は
第
１０
回
総
会
に
お

い
て
「
中
期
事
業
計
画
」（
２
０
１
５

～
１７
年
）
を
採
択
し
ま
し
た
。
そ
の
大

き
な
柱
は
、
①
過
去
１０
年
以
上
に
わ
た

る
会
員
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
、
安
定

し
た
４
０
０
０
名
会
員
を
目
指
す
。
②

会
員
減
少
に
伴
う
財
務
体
質
の
弱
体
化

を
克
服
す
る
。
③
患
者
の
医
療
福
祉
の

向
上
を
目
指
し
社
会
貢
献
活
動
を
推
進

す
る
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。

（
１
）
患
者
会
の
現
状

そ
の
た
め
に
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
で
正
会

員
会
議
や
会
員
交
流
会
が
開
催
さ
れ
、

会
員
増
強
や
未
組
織
施
設
対
策
に
取
り

組
み
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
３
０
０
名
近

い
個
人
会
員
を
対
象
に
、
ブ
ロ
ッ
ク
ご

と
に
交
流
会
、
新
年
会
、
お
花
見
会
な

ど
開
催
し
、
会
員
拡
大
へ
の
新
し
い
取

り
組
み
を
行
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
２
０
１
６
年
度
末
の
東
腎

協
会
員
数
は
約
３
２
０
０
名
（
会
費
入

金
ベ
ー
ス
）
と
、
前
年
比
約
２
５
０
名

の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
要
因
は
、

患
者
会
役
員
の
高
齢
化
や
透
析
医
療
環

境
の
一
定
の
安
定
化
が
実
現
し
、
患
者

会
そ
の
も
の
の
存
在
価
値
や
意
義
が
薄

れ
、
魅
力
あ
る
も
の
に
な
っ
て
い
な
い

と
い
う
現
状
を
生
み
出
し
た
こ
と
で
す
。

別
表
「
２
０
１
５
年
１２
月
末
我
が
国

の
慢
性
透
析
療
法
の
現
状
（
日
本
透
析

医
学
会
）」
の
よ
う
に
、
透
析
患
者
平

均
年
齢
は
６７
・
８６
歳
と
年
々
高
齢
化
し

て
、
患
者
会
役
員
の
担
い
手
や
後
継
者

が
育
た
ず
、
解
散
に
追
い
込
ま
れ
た
患

者
会
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
、

新
患
は
約
４
万
人
増
え
て
お
り
ま
す
が
、

医
学
の
進
歩
で
ま
す
ま
す
高
齢
化
し
、

平
均
年
齢
６９
・
２
歳
と
患
者
会
に
迎
え

入
れ
て
も
、
新
し
い
仲
間
づ
く
り
に
は

不
利
な
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た

全
国
の
死
亡
者
平
均
か
ら
見
て
、
東
京

で
は
患
者
約
３
万
人
の
一
割
約
３
０
０

０
人
近
く
が
亡
く
な
っ
て
い
る
こ
と
に

な
り
、
会
員
減
少
の
大
き
な
要
因
と
な

っ
て
い
ま
す
。

年
齢
層
か
ら
見
て
も
、
７０
歳
以
上
の

患
者
は
約
１４
万
８
千
人
と
患
者
全
体
の

４７
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、

近
い
将
来
、
透
析
患
者
が
激
減
し
、
さ

２
０
１
６
年
度
事
業
報
告
中
期
事
業
計
画
の
２
年
目
と
し
て

２０１５年１２月末　慢性透析療法の現状� 日本透析医学会資料より

年齢・男女別患者数（性別・年齢不明があり、患者合計数は一致しません）

透析年数 男 女 合計 ％

５年未満 ９９，９４４人 ４８，０７３人 １４８，０１７人 ４７．３％

５ 年以上１０年未満 ５０，５６９人 ２７，２３２人 ７７，８０１人 ２４．９％

１０年以上１５年未満 ２４，５１７人 １５，５４３人 ４０，０６０人 １２．８％

１５年以上２０年未満 １２，４２６人 ９，１２９人 ２１，５５５人 ６．９％

２０年以上２５年未満 ６，５９１人 ５，４４０人 １２，０３１人 ３．８％

２５年以上３０年未満 ３，５６０人 ３，１７０人 ６，７３０人 ２．２％

３０年以上３５年未満 ２，０１４人 １，９０３人 ３，９１７人 １．３％

３５年以上４０年未満 １，１１６人 ９８０人 ２，０９６人 ０．７％

４０年以上 ３４１人 ２７６人 ６１７人 ０．２％

不明・記載なし ２５９人 １３４人 ３９３人

合計 ２０１，３３７人 １１１，８８０人 ３１３，２１７人

年齢別 男 女 合計 ％

６０歳未満 ４９，２５９人 ２２，０１１人 ７１，２７０人 ２２．８％

６０歳以上 ２５，１６６人 １２，７５９人 ３７，９２５人 １２．１％

６５歳以上 ３６，９２６人 １９，０５５人 ５５，９８１人 １７．９％

７０歳以上 ３０，６３７人 １７，０９１人 ４７，７２８人 １５．２％

７５歳以上 ５９，３４６人 ４０，９６２人 １００，３０８人 ３２．０％

合計 ２０１，３３７人 １１１，８８０人 ３１３，２１７人

慢性透析療法の現状

透析施設数 ４，３２１施設 ９施設増

ベッド数 １３，３５３８台 １，９８３台増

同時透析 １３１，５１４人 １，６５４人増

最大収容能力 ４３８，３９１人 ５，９５８人増

慢性透析者 ３２４，９８６人 ４，５３８人増

通
院
血液透析等 ２８５，９４７人 ９６．９％

腹膜透析等 ８，８４３人 ３．０％

入
院
血液透析等 ２９，１４５人 ９８．４％

腹膜透析等 ４７９人 １．６％

在宅血液透析 ５７２人 ０．２％

夜間透析 ３３，３７０人 １０．３％

新規導入患者数 ３９，４６２人 １，１３５人増

死亡患者数 ３１，０６８人 ３６１人増

１００万人対比 ２，５９２．４人 ７５．１人増

導入平均年齢 ６９．２歳 ０．１６歳増

患者平均年齢 ６７．８６歳 ０．３２歳増

最長透析者 ４７年６ヶ月
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ら
な
る
高
齢
化
の
中
で
、
透
析
施
設
も

患
者
の
減
少
に
よ
り
経
営
上
か
ら
統
廃

合
も
余
儀
な
く
さ
れ
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
ま
す
。
今
日
の
透
析
医
療
環
境
や
制

度
を
守
っ
て
い
く
た
め
に
も
、
改
め
て

患
者
会
の
存
在
意
義
が
問
わ
れ
て
い
る

一
方
、
わ
れ
わ
れ
東
腎
協
が
取
り
組
む

方
針
も
現
状
に
対
応
し
変
化
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

（
２
）
医
療
環
境
を
め
ぐ
る
情
勢

財
政
的
に
厳
し
い
自
治
体
の
透
析
患

者
へ
の
医
療
費
助
成
は
、
徐
々
に
崩
壊

し
て
き
て
い
ま
す
。
東
京
に
次
ぐ
大
都

市
で
あ
る
大
阪
府
に
お
い
て
も
、
複
数

受
診
の
患
者
に
対
し
自
己
負
担
の
増
額

が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
医
療
機
関
受
診
に
対
し
、
月
２
回

以
上
受
診
し
た
場
合
、
１
回
５
０
０
円

の
診
療
費
と
薬
代
の
自
己
負
担
が
２
０

１
８
年
を
目
途
に
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

上
限
３
～
４
５
０
０
円
（
月
）
で
検
討

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
大
阪
腎
臓
病
協
議

会
の
緊
急
の
請
願
署
名
活
動
も
実
ら
な

か
っ
た
よ
う
で
す
。

東
京
に
も
こ
の
影
響
は
必
ず
現
れ
る

で
し
ょ
う
。
日
本
国
憲
法
第
２５
条
「
生

存
権
」
を
脅
か
さ
れ
る
よ
う
な
事
態
に

対
し
、
東
腎
協
と
し
て
も
今
か
ら
あ
ら

ゆ
る
対
応
を
準
備
し
ま
し
ょ
う
。

（
３
）
財
務
体
質
の
弱
体
化
の
克
服

会
員
減
少
に
よ
り
２
０
１
６
年
度
財

政
は
さ
ら
に
厳
し
く
な
り
ま
し
た
が
、

決
算
報
告
に
あ
る
よ
う
に
、
事
務
局
経

費
を
は
じ
め
諸
経
費
の
削
減
、
事
業
費

の
見
直
し
な
ど
で
ほ
ぼ
予
算
並
み
の
収

支
と
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
昨
年
度

は
予
算
を
超
え
る
１
０
０
万
円
を
超
え

る
寄
付
金
が
あ
り
、
決
算
と
し
て
は
黒

字
と
な
り
ま
し
た
。

２
・
各
ブ
ロ
ッ
ク
・
青
年
部
活
動

（
１
）
東
部
ブ
ロ
ッ
ク
活
動
報
告

ブ
ロ
ッ
ク
長　

中
村　

博

２
０
１
６
年
度
の
東
部
ブ
ロ
ッ
ク
の

活
動
は
８
月
２１
日
正
会
員
交
流
会
を
開

催
。
１０
月
２
日
は
東
腎
協
行
事
の
臓
器

移
植
推
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
（
上
野
恩
賜

公
園
）。
１０
月
３０
日
は
会
員
学
習
交
流

会
を
第
１
部
は
北
村
記
念
ク
リ
ニ
ッ
ク

の
安
東　

克
之
院
長
先
生
か
ら
適
塩
生

活
と
し
ま
し
て
塩
の
講
演
を
し
て
頂
き

ま
し
た
。
第
２
部
は
東
腎
協
の
イ
ベ
ン

ト
な
ど
司
会
で
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま

す
、
鈴
木
り
ら
さ
ん
講
師
で
ス
ト
レ
ス

チ
ェ
ッ
ク
を
し
な
が
ら
ど
の
様
な
対
応

を
し
て
ス
ト
レ
ス
を
減
ら
し
て
行
く
か

を
勉
強
し
ま
し
た
。

２
月
１９
日
は
個
人
会
員
交
流
会
を
行

い
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
内
情
や
患
者
会
の
話

な
ど
行
い
、
夫
婦
で
来
た
方
か
ら
患
者

本
人
の
集
り
だ
け
で
は
な
く
患
者
を
支

え
て
い
る
家
族
の
集
り
も
開
い
て
欲
し

い
と
要
望
が
有
り
ま
し
た
。
３
月
１９
日

は
正
会
員
交
流
会
で
透
析
医
療
を
取
り

巻
く
状
勢
、
各
患
者
会
の
活
動
や
会
員

拡
大
、
次
年
度
の
東
部
ブ
ロ
ッ
ク
の
活

動
な
ど
の
交
流
会
を
行
い
ま
し
た
。

２
０
１
７
年
度
活
動
計
画
は
ブ
ロ
ッ

ク
交
流
会
を
４
回
と
東
部
ブ
ロ
ッ
ク
内

の
未
組
織
の
病
院
、
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
訪

問
、
活
動
参
加
の
少
な
い
患
者
会
の
訪

問
な
ど
の
活
動
予
定
と
し
て
い
ま
す
。

（
２
）
中
南
部
ブ
ロ
ッ
ク
活
動
報
告

ブ
ロ
ッ
ク
長　

須
賀
春
美

平
成
２８
年
７
月
３１
日
（
日
）、
新
宿

駅
前
会
議
室
で
正
会
員
会
議
を
行
い
ま

し
た
。
正
会
員
さ
ん
が
普
段
疑
問
に
思

っ
て
い
る
こ
と
や
要
望
、
今
年
の
予
定

等
に
つ
い
て
話
し
合
い
を
行
い
ま
し
た
。

平
成
２８
年
１０
月
３０
日
（
日
）、
東
京

臨
海
広
域
防
災
公
園
内
防
災
体
験
学
習

施
設
「
そ
な
エ
リ
ア
東
京
」
に
て
、「
地

震
発
生
後
７２
時
間
の
生
き
方
を
身
に
つ

け
る
」
を
テ
ー
マ
に
作
ら
れ
た
、
地
震

発
生
後
を
模
し
た
ジ
オ
ラ
マ
の
中
を
歩

き
な
が
ら
防
災
問
題
を
解
く
と
い
う
、

体
験
型
の
防
災
体
験
を
し
ま
し
た
。
そ

の
後
公
園
内
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
コ
ー
ナ

ー
に
て
情
報
交
換
や
ア
ド
バ
イ
ス
を
お

互
い
行
い
終
了
し
ま
し
た
。

平
成
２９
年
１
月
１５
日
（
日
）
飯
田
橋

駅
前
レ
ス
ト
ラ
ン
に
て
、
新
年
懇
談
会

を
実
施
し
ま
し
た
。
患
者
会
活
動
に
つ

い
て
質
問
・
提
案
等
多
く
あ
り
ま
し
た

の
で
、
中
南
部
理
事
に
て
回
答
し
ま
し

た
。
ま
た
透
析
歴
の
浅
い
方
が
長
い
方

へ
次
か
ら
次
へ
と
質
問
し
、
経
験
等
を

聞
き
安
心
し
て
帰
ら
れ
ま
し
た
。

平
成
２９
年
１
月
１５
日
（
日
）
新
宿
駅

前
会
議
室
に
て
個
人
会
員
懇
談
会
を
行

い
ま
し
た
。
い
つ
も
よ
り
初
参
加
の
方

が
多
く
、
透
析
の
過
ご
し
方
、
透
析
中

の
足
つ
れ
予
防
、
検
査
結
果
の
読
み
方
、

体
調
管
理
、
食
事
管
理
、
透
析
治
療
方

法
等
に
つ
い
て
、
皆
さ
ん
が
普
段
実
際

に
行
っ
て
い
る
方
法
を
話
し
情
報
交
換

を
行
い
ま
し
た
。

（
３
）
北
部
ブ
ロ
ッ
ク
活
動
報
告

ブ
ロ
ッ
ク
長　

榊
原
靖
夫

９
月
４
日
に
「
正
会
員
会
議
」
大
久

保
の
ル
ノ
ア
ー
ル
会
議
室
で
開
催
、
正

会
員
１１
名
、
東
腎
協
理
事
５
名
、
計
１６

名
の
出
席
で
し
た
。
議
題
と
し
て
は
①

各
正
会
員
の
自
己
紹
介
と
患
者
会
の
現

状
報
告
②
東
腎
協
、
全
腎
協
の
活
動
報

告
③
会
員
増
強
や
未
組
織
対
策
、
そ
し
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て
今
後
の
患
者
会
の
在
り
方
、
方
向
性

の
議
論
、
こ
れ
ら
の
議
題
に
出
席
正
会

員
の
皆
様
は
非
常
に
積
極
的
か
つ
建
設

的
に
意
見
交
換
が
行
わ
れ
、
大
変
有
意

義
な
会
議
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
２
月
１２
日
に
「
個
人
会
員
懇
親

会
」
を
巣
鴨
ル
ノ
ア
ー
ル
会
議
室
に
て

開
催
し
、
１２
名
の
個
人
会
員
さ
ん
の
出

席
が
得
ら
れ
ま
し
た
。
個
人
会
員
さ
ん

の
様
々
な
ご
意
見
と
想
い
を
伺
い
、
今

後
も
発
展
的
な
「
個
人
会
員
懇
親
会
」

と
し
て
行
く
事
で
合
意
が
出
来
ま
し
た
。

来
期
に
向
け
て
は
「
正
会
員
会
議
」

「
個
人
会
員
懇
親
会
」
は
勿
論
の
こ
と
、

「
勉
強
会
」「
講
演
会
」
等
も
計
画
し

て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
懸
案
で
あ
る
会
員
拡
大
に
つ

い
て
は
、
ブ
ロ
ッ
ク
内
の
未
組
織
施
設

に
計
画
的
に
訪
問
し
、
患
者
会
立
ち
上

げ
を
要
請
し
て
い
く
事
と
、
既
存
の
患

者
会
様
に
は
、
よ
り
一
層
の
会
員
増
に

ご
努
力
を
お
願
い
し
て
い
る
処
で
す
。

（
４
）
多
摩
ブ
ロ
ッ
ク
活
動
報
告

ブ
ロ
ッ
ク
長　

梅
原
秀
孝

平
成
２８
年
度
の
多
摩
ブ
ロ
ッ
ク
の
活

動
方
針
は
、
正
会
員
会
議
を
主
体
に
、

学
習
交
流
会
、
個
人
会
員
の
交
流
を
推

進
し
、
会
員
の
拡
大
を
図
り
、
東
腎
協

の
発
展
に
努
め
る
よ
う
各
理
事
が
自
覚

を
も
っ
て
活
動
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

ま
た
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
井
の
頭
恩

賜
公
園
に
お
い
て
「
臓
器
移
植
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
今
回
は

八
王
子
医
療
セ
ン
タ
ー
の
医
師
先
生
方

と
看
護
師
さ
ん
に
ご
協
力
を
頂
き
、
健

康
相
談
・
血
圧
測
定
、
そ
し
て
尿
検
査

シ
ー
ト
を
配
布
し
、
好
評
で
し
た
。

個
人
会
員
の
皆
様
と
の
交
流
は
、
新

年
会
、
お
花
見
Ｂ
Ｂ
Ｑ
会
な
ど
３
回
企

画
し
交
流
を
深
め
ま
し
た
。
各
患
者
会

の
活
動
も
、
役
員
さ
ん
の
高
齢
化
な
ど

い
ろ
い
ろ
ご
苦
労
を
お
か
け
し
て
い
ま

す
が
、
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

（
５
）
東
腎
協
青
年
部
活
動
報
告

青
年
部
部
長　

永
見
明
子

【
２
０
１
６
年
度
活
動
報
告
】

①
定
例
会
：
７
回
（
４
、
６
、
７
、
８
、

９
、
１０
、
２
月
）
②
イ
ベ
ン
ト
：
２
回

（
８
月
学
習
会
、
１１
月
Ｂ
Ｂ
Ｑ
大
会
）

③
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
・
全
腎
協
関
係
：
２

回
（
７
、
９
月
）
④
そ
の
他
：
３
回

※
１
．
新
規
青
年
部
入
部
：
２
名

※
２
．「
個
人
情
報
取
得
同
意
書
付
入

部
申
込
書
」

「
個
人
情
報
取
得
同
意
書
（
入
部
希
望

者
以
外
イ
ベ
ン
ト
来
場
者
用
）」
作
成

【
２
０
１
７
年
度
取
り
組
み
】

昨
年
度
に
引
き
続
き
、
新
規
入
部
者

開
拓
の
た
め
東
腎
協
大
会
な
ど
に
て
部

員
勧
誘
活
動
等
を
行
う
。
関
東
ブ
ロ
ッ

ク
青
年
交
流
会
・
全
腎
協
青
年
会
議
参

加
予
定
。
勉
強
会
な
ら
び
に
イ
ベ
ン
ト

等
企
画
・
開
催
予
定
。

３
・
社
会
貢
献
事
業
活
動

（
１
）「
第
３６
回
臓
器
移
植
普
及
推
進

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

「
第
３６
回
臓
器
移
植
普
及
指
針
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」
が
１０
月
２
日
（
日
）
に
東

京
都
と
の
共
催
で
上
野
恩
賜
公
園
と
井

の
頭
恩
賜
公
園
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
上

野
恩
賜
公
園
は
２１
患
者
会
５３
名
、
井
の

頭
恩
賜
公
園
は
１０
患
者
会
３７
名
、
合
計

３１
患
者
会
９０
名
（
全
腎
協
、
個
人
会
員
、

東
京
女
子
医
大
移
植
者
の
会
、
東
京
医

科
大
学
八
王
子
医
療
セ
ン
タ
ー
、
東
京

都
含
む
）
の
参
加
で
し
た
。
臓
器
提
供

意
思
表
示
カ
ー
ド
や
風
船
の
配
布
と
と

も
に
、
上
野
恩
賜
公
園
で
は
通
行
人
へ

の
「
臓
器
提
供
意
思
表
示
カ
ー
ド
」
に

つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
や
、
井
の
頭
恩

賜
公
園
で
は
東
京
医
科
大
学
八
王
子
医

療
セ
ン
タ
ー
の
医
者
・
ス
タ
ッ
フ
に
よ

る
尿
検
査
・
血
圧
検
査
、
健
康
相
談
な

ど
、
従
来
に
な
い
新
た
な
企
画
を
盛
り

込
ん
だ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
井
の
頭
会
場
に
は
三
鷹
市
、

武
蔵
野
市
の
後
援
を
頂
き
ま
し
た
。

（
２
）「
第
２８
回
腎
臓
病
を
考
え
る
都

民
の
集
い
」

３
月
１２
日
（
日
）
東
京
都
の
共
催
を

得
て
、
東
京
都
庁
第
一
本
庁
舎
５
階
会

議
室
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

第
一
部
は
武
蔵
野
徳
洲
会
病
院
院
長

の
鈴
木
洋
通
先
生
か
ら
「
慢
性
腎
臓
病

（
Ｃ
Ｋ
Ｄ
）
の
進
行
を
防
ご
う
」、
同

病
院
管
理
栄
養
士
の
伊
東
郁
子
先
生
か

ら
「
元
気
で
楽
し
く
笑
顔
で
過
ご
す
た

め
の
慢
性
腎
臓
病
予
防
の
食
事
」
に
つ

い
て
ご
講
演
を
い
た
だ
き
、
第
二
部
の

Ｑ
＆
Ａ
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
鈴
木
り
ら
氏

（
元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
）
の
総
合

司
会
で
、
会
場
か
ら
時
間
を
オ
ー
バ
ー

す
る
ほ
ど
質
問
が
あ
り
、
参
加
者
は
真

剣
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

参
加
総
数
は
１
８
６
名
（
一
般
参
加

１５
、
東
腎
協
２５
、
そ
の
他
７
）
で
ほ
ぼ

昨
年
と
同
数
で
す
が
、
東
京
都
の
協
力

に
よ
り
、
今
年
よ
り
都
内
全
区
市
町
村

の
役
所
、
保
健
所
に
ポ
ス
タ
ー
・
チ
ラ

シ
を
配
布
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
東
京
都
広
報
紙
、
日
経
、
読
売
、

朝
日
、
東
京
、
産
経
、
Ｔ
Ｂ
Ｓ
ラ
ジ
オ

な
ど
マ
ス
コ
ミ
へ
の
広
報
活
動
を
広
げ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
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（
３
）
国
会
請
願
運
動

第
４６
次
国
会
請
願
は
２
０
１
７
年
３

月
１６
日
（
木
）
衆
議
院
第
一
議
員
会
館

大
会
議
室
で
全
国
の
代
表
約
２
０
０
名

が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
東
腎
協

か
ら
１３
名
の
理
事
が
参
加
し
、
東
京
選

出
の
衆
参
国
会
議
員
１１
名
に
請
願
署
名

を
渡
し
ま
し
た
。
東
京
の
署
名
数
は
全

腎
協
１
５
，２
８
０
筆
（
昨
年
１
４
，５

２
６
、
全
国
５
７
２
，２
４
７
）
で
、

募
金
は
１
，
０
５
８
，３
４
０
円
（
昨

年
１
，１
２
４
，
６
０
２
円
）
で
し
た
。

会
員
の
皆
様
の
ご
協
力
に
感
謝
い
た
し

ま
す
。

４
・
委
員
会
活
動
報
告

（
１
）
広
報
委
員
会
報
告

広
報
委
員
会　

工
藤
育
夫

機
関
誌
「
と
う
じ
ん
き
ょ
う
」
は
、

№
２
１
１（
春
号
）か
ら
№
２
１
５（
冬

号
）
ま
で
定
期
発
行
し
ま
し
た
。
機
関

誌
の
表
紙
の
デ
ザ
イ
ン
は
会
員
さ
ん
の

応
募
作
品
と
季
節
を
感
じ
る
テ
ー
マ
で

作
成
し
ま
し
た
。
ま
た
、
今
年
度
よ
り

ナ
ー
ス
通
信
の
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て
患

者
さ
ん
へ
の
日
々
の
生
活
上
で
の
参
考

に
な
る
よ
う
な
記
事
を
掲
載
し
ま
し
た
。

広
告
収
入
で
は
、
賛
助
会
員
の
協
力

を
得
て
、
表
３
、
表
４
の
カ
ラ
ー
広
告

ペ
ー
ジ
は
年
間
契
約
を
得
ま
し
た
。
ま

た
、
全
体
の
広
告
収
入
は
、
年
間
予
算

の
１
３
８
・
１
％
を
達
成
し
て
財
政
の

一
助
に
な
り
ま
し
た
。

Ｈ
Ｐ
で
は
年
初
の
更
新
作
業
及
び
災

害
時
透
析
医
療
の
リ
ン
ク
集
を
更
新
し

ま
し
た
。
イ
ベ
ン
ト
や
お
知
ら
せ
の
情

報
を
遅
滞
な
く
掲
載
し
、
電
話
、
メ
ー

ル
で
の
問
い
合
わ
せ
に
対
し
て
も
事
務

所
内
で
情
報
の
共
有
を
し
ま
し
た
。
機

関
誌
と
Ｈ
Ｐ
は
と
も
に
効
率
的
な
対
外

的
広
報
活
動
を
担
っ
て
い
ま
す
。

（
２
）
行
政
委
員
会
報
告

行
政
委
員
長　

田
崎　

勲

①
東
京
都
予
算
要
請

東
腎
協
の
重
要
な
活
動
で
あ
る
東
京

都
へ
の
２
０
１
７
年
度
予
算
要
請
が
、

８
月
２５
日
（
木
）
都
庁
第
一
本
庁
舎
会

議
室
に
お
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
以
下

の
８
つ
の
大
項
目
と
１６
の
小
項
目
（
機

関
誌
「
と
う
じ
ん
き
ょ
う
」
№
２
１
４

に
掲
載
）
に
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

ａ
．
各
種
医
療
助
成
制
度
等
の
維
持
継

続
に
つ
い
て
ｂ
．
要
介
護
透
析
者
へ
の

支
援
強
化
に
つ
い
て
ｃ
．
Ｃ
Ｋ
Ｄ
（
慢

性
腎
臓
病
）
へ
の
取
り
組
み
推
進
に
つ

い
て
ｄ
．
腎
臓
病
患
者
の
救
急
医
療
に

つ
い
て
ｅ
．
透
析
医
療
の
安
全
に
つ
い

て
ｆ
．
透
析
患
者
へ
の
大
災
害
対
策
に

つ
い
て
ｇ
．
再
生
医
療
と
臓
器
移
植
に

つ
い
て
ｈ
．
就
労
支
援
に
つ
い
て

②
都
議
会
各
党
と
の
ヒ
ア
リ
ン
グ

東
京
都
へ
の
予
算
要
請
の
実
現
の
た

め
、
都
議
会
各
党
派
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ

が
９
月
８
日
（
木
）
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

都
議
会
自
民
党
、
都
議
会
民
進
党
、
都

議
会
公
明
党
、
日
本
共
産
党
都
議
団
、

都
議
会
生
活
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
各
党
派

と
２０
分
～
３０
分
の
話
し
合
い
が
も
た
れ
、

透
析
患
者
の
実
態
と
要
請
の
内
容
を
説

明
し
、
理
解
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
３
）
総
務
委
員
会
報
告

総
務
委
員
長　

小
野　

誠

昨
年
６
月
「
東
腎
協
の
規
定
改
定
」

「
新
規
に
必
要
と
す
る
規
定
の
作
成
」

「
外
部
か
ら
の
新
規
提
案
事
項
の
検

討
」「
事
務
局
が
取
り
組
む
べ
き
課
題

の
検
討
」
な
ど
に
取
り
組
む
た
め
、
総

務
委
員
会
を
設
置
い
た
し
ま
し
た
。

ま
ず
東
腎
協
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
移
行

し
て
か
ら
す
で
に
１０
年
以
上
経
過
し
た

現
在
、「
定
款
」
や
「
就
業
規
則
」
の

見
直
し
に
取
り
組
み
、
財
政
的
に
運
営

上
見
直
す
必
要
が
あ
る
「
事
務
局
員
の

給
与
お
よ
び
退
職
金
に
関
す
る
規
定
」

や
「
理
事
・
会
員
活
動
費
支
給
規
定
」

を
見
直
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
成
文
化
さ

れ
て
い
な
い
「
慣
習
や
約
束
事
」
を
明

文
化
し
、
さ
ら
に
理
事
に
な
る
方
へ
の

心
構
え
で
あ
る
「
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
の
心

得
」
や
「
会
長
・
副
会
長
・
理
事
の
職

務
マ
ニ
ュ
ア
ル
」「
委
員
会
組
織
編
制

規
定
」「
三
役
の
機
能
」
な
ど
１０
以
上

の
規
約
を
編
成
・
整
備
い
た
し
ま
し
た
。

２
０
１
７
年
度
は
こ
れ
か
ら
予
想
さ

れ
る
、「
透
析
患
者
の
減
少
」「
患
者
・

理
事
の
高
齢
化
」「
頻
繁
な
理
事
の
交

代
」
に
対
し
て
、
規
約
を
充
実
さ
せ
普

遍
的
な
東
腎
協
の
運
営
が
図
ら
れ
る
こ

と
を
目
指
す
と
と
も
に
、
会
員
減
少
の

状
況
が
続
く
東
腎
協
が
進
む
べ
き
道
や

課
題
も
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

（
４
）
災
害
対
策
委
員
会
報
告

災
害
対
策
委
員
長　

戸
倉
振
一

４
月
１４
日
、
１６
日
に
観
測
史
上
初
と

な
る
２
度
の
震
度
７
を
記
録
し
た
熊
本

地
震
に
お
け
る
、
気
象
庁
発
表
の
余
震

回
数
、
厚
生
労
働
省
の
発
表
の
透
析
医

療
施
設
の
状
況
、
厚
生
労
働
省
や
透
析

医
会
の
対
応
等
に
つ
い
て
調
査
し
、
総

会
で
報
告
し
、
機
関
誌
に
も
掲
載
し
ま

し
た
。

１０
月
に
は
吉
祥
寺
あ
さ
ひ
腎
友
会
の

秋
の
勉
強
会
で
「
透
析
患
者
の
災
害
対

策
」
の
講
演
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
２
月
に
は
全
腎
協
関
東
ブ
ロ
ッ
ク

災
害
対
策
部
会
主
催
の
企
画
に
梅
原
会

長
が
出
席
し
ま
し
た
。
そ
の
他
、
災
害
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名
簿
の
更
新
作
業
、
災
害
マ
ニ
ュ
ア
ル

の
作
成
作
業
を
進
め
ま
し
た
。

５
・�
関
連
す
る
他
団
体
と
の�

活
動
報
告

（
１
）
全
腎
協
活
動
報
告

全
腎
協
担
当
理
事　

榊
原
靖
夫

全
腎
協
は
昨
年
、
結
成
４５
周
年
の
大

き
な
節
目
を
迎
え
ま
し
た
。

４
月
に
発
生
し
た
熊
本
県
の
大
地
震

で
は
、
隣
接
す
る
大
分
県
な
ど
を
含
め
、

透
析
施
設
透
析
患
者
が
大
き
な
被
害
を

受
け
ま
し
た
。
全
腎
協
で
は
、翌
日「
熊

本
地
震
災
害
対
策
本
部
」
を
設
置
し
、

情
報
収
集
や
情
報
発
信
、
透
析
患
者
の

医
療
や
生
活
へ
の
支
援
に
取
り
組
み
ま

し
た
。
首
都
直
下
型
地
震
発
生
確
率
の

高
ま
り
が
言
わ
れ
て
い
る
昨
今
、
我
々

東
腎
協
も
喫
緊
の
課
題
と
し
て
危
機
感

を
も
っ
て
い
ろ
い
ろ
な
対
策
に
取
り
組

ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
社
会
保
障
制
度
で
は
、
入
院

時
食
事
療
養
費
の
自
己
負
担
引
き
上
げ

が
始
ま
り
、
介
護
保
険
の
自
己
負
担
、

療
養
病
床
で
の
ホ
テ
ル
コ
ス
ト
の
負
担

等
が
増
加
し
、
透
析
患
者
を
取
り
巻
く

療
養
環
境
が
後
退
し
た
年
で
し
た
。
透

析
患
者
の
超
高
齢
化
社
会
・
要
介
護
患

者
の
急
増
も
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
課
題
に
対
し
て
は

「
国
会
請
願
署
名
活
動
」
や
厚
生
労
働

省
へ
の
要
請
活
動
、
そ
し
て
国
会
内
で

の
各
党
議
員
と
の
勉
強
会
等
を
通
し
て

強
く
訴
え
て
き
て
い
ま
す
。

長
年
に
わ
た
る
全
腎
協
の
大
き
な
課

題
で
あ
る
会
員
減
少
の
流
れ
も
収
ま
っ

て
い
ま
せ
ん
。
そ
の
原
因
と
し
て
は
、

患
者
の
高
齢
化
、
後
継
者
不
足
、
患
者

会
へ
の
無
関
心
等
の
背
景
が
あ
る
と
思

わ
れ
ま
す
。
全
腎
協
で
は
組
織
対
策
と

し
て
、
新
た
に
「
特
区
チ
ャ
レ
ン
ジ
事

業
」
を
新
設
し
、
各
地
域
に
あ
っ
た
組

織
強
化
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

国
策
で
あ
る
、
社
会
保
障
費
の
伸
び

率
抑
制
が
強
行
さ
れ
る
中
で
、
私
た
ち

透
析
患
者
が
よ
く
す
る
公
費
負
担
や
福

祉
サ
ー
ビ
ス
が
堅
持
継
続
で
き
る
保
証

は
あ
り
ま
せ
ん
。

全
腎
協
で
は
、
会
員
減
少
に
伴
い
、

昨
年
１２
月
に
経
費
削
減
と
事
務
局
の
整

備
・
強
化
に
具
体
的
に
取
り
組
む
た
め

に
、
事
務
局
の
移
転
を
行
い
ま
し
た
。

来
年
は
、
い
よ
い
よ
「
３０
年
問
題
」
と

言
わ
れ
て
き
た
「
診
療
報
酬
」
と
「
介

護
報
酬
」
同
時
改
定
の
年
を
迎
え
ま
す
。

全
腎
協
は
、
し
っ
か
り
と
実
効
性
の
あ

る
活
動
を
展
開
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

（
２
）
東
難
連
活
動
報
告

東
難
連
担
当
理
事　

榊
原
靖
夫

昨
年
４
月
に
坂
本
前
理
事
長
が
逝
去

さ
れ
ま
し
た
。
故
人
は
、
難
病
患
者
に

関
わ
る
活
動
に
ご
自
身
の
奥
様
の
介
護

を
し
な
が
ら
、
な
か
な
か
進
ま
な
か
っ

た
国
の
難
病
患
者
対
策
に
、
生
涯
か
け

て
取
り
組
ん
で
こ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の

情
熱
に
心
よ
り
敬
意
を
表
明
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
故
理
事
長
や
東
難
連
の
悲

願
で
あ
っ
た
「
難
病
法
」
が
施
行
さ
れ

て
１
年
が
経
過
し
ま
し
た
が
、
法
の
不

備
や
制
度
の
周
知
が
進
ま
ず
、
大
き
な

課
題
が
山
積
し
て
い
ま
す
。

国
の
指
定
難
病
が
５６
か
ら
３
０
６
疾

病
に
、
そ
し
て
４
月
に
は
３
３
０
疾
病

に
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
な
お
、

希
少
難
病
は
４
０
０
０
～
５
０
０
０
疾

病
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
透
析
患
者
に
関
連
す
る
腎
臓

病
領
域
の
難
病
は
、
既
存
の
２
疾
病
か

ら
新
た
に
６
疾
病
が
難
病
指
定
と
な
り
、

昨
年
１２
月
に
初
め
て
東
京
都
難
病
相
談

・
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
医
療
講
演

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
東
京
女
子
医

科
大
学
の
新
田
教
授
に
講
演
を
お
願
い

し
て
、「
新
し
い
腎
臓
病
領
域
に
お
け

る
指
定
難
病
」
の
治
療
に
関
す
る
ご
講

演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
た
び
の
国
が
指
定
の
難

病
が
大
幅
に
拡
大
し
て
こ
と
に
鑑
み
、

東
京
都
の
難
病
対
策
の
施
策
に
変
動
が

あ
り
、
難
病
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
の
受

託
者
で
あ
る
東
難
連
と
の
間
で
話
し
合

い
が
継
続
し
て
い
ま
す
。
９
月
に
は
、

「
難
病
の
患
者
に
対
す
る
医
療
等
の
総

合
的
な
推
進
を
図
る
た
め
の
基
本
的
な

方
針
」
も
策
定
さ
れ
、
希
少
難
病
へ
の

取
り
組
み
な
ど
、
多
く
の
課
題
も
山
積

し
て
い
ま
す
の
で
、
東
難
連
の
最
有
力

加
盟
団
体
で
あ
る
東
腎
協
の
役
割
も
引

き
続
き
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

６
・
そ
の
他
の
事
業
活
動
報
告

（
１
）
福
祉
移
送
相
談
・
推
進
事
業

今
年
度
は
福
祉
移
送
に
つ
い
て
の
相

談
、
全
腎
協
へ
の
助
成
金
申
請
の
推
薦

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

（
２
）
腎
臓
病
患
者
の
食
事
療
法
に
資

す
る
事
業

「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
米
に
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
と
協

力
し
、
小
学
校
社
会
科
の
授
業
の
一
環

で
あ
る
「
低
た
ん
ぱ
く
米
」
収
穫
ま
で

の
補
助
及
び
教
員
と
と
も
に
食
育
指
導

を
行
い
ま
し
た
。

（
３
）
協
賛
企
業
広
告
掲
載
事
業

今
年
度
ご
協
力
頂
い
た
広
告
主
様
は

次
の
各
社
で
す
。（
順
不
同
）

エ
ル
ピ
ス
（
株
）、
イ
ー
ホ
ー
プ
ペ

プ
セ
ル
、
ベ
ー
タ
食
品
（
株
）、
丸
大
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１
・
は
じ
め
に

昨
年
度
、
私
た
ち
は
長
年
に
わ
た
る

会
員
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
、
３
５
０

０
名
会
員
を
目
指
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

皆
さ
ん
の
努
力
に
も
か
か
わ
ら
ず
約
２

５
０
名
の
会
員
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
最
大
の
要
因
は
、
２
０
１
６
年
度

報
告
の
よ
う
に
、
長
い
間
、
患
者
会
を

支
え
お
世
話
を
し
て
こ
ら
れ
た
役
員
さ

ん
た
ち
が
、
高
齢
化
す
る
と
と
も
に
、

後
継
者
の
育
成
が
で
き
な
か
っ
た
か
ら

で
す
。

患
者
会
活
動
は
、
総
会
、
学
習
会
、

旅
行
会
、
新
年
・
忘
年
会
な
ど
多
岐
に

わ
た
り
ま
す
が
、
年
々
高
齢
化
と
と
も

に
患
者
会
活
動
が
お
ろ
そ
か
に
な
っ
た

り
、
新
し
い
患
者
を
迎
え
て
も
、
話
し

か
け
る
の
が
億
劫
に
な
っ
た
り
、
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ
な
く
な
っ
て
、

リ
ー
ダ
ー
が
倒
れ
ら
れ
た
り
す
れ
ば
、

そ
の
ま
ま
患
者
会
解
散
と
い
う
こ
と
も

多
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

事
業
報
告
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
透

析
患
者
は
近
い
将
来
減
少
し
ま
す
。
そ

し
て
透
析
施
設
も
統
廃
合
な
ど
が
予
想

さ
れ
ま
す
。
今
日
の
透
析
医
療
環
境
・

制
度
を
守
っ
て
い
く
た
め
に
も
、
改
め

て
患
者
会
の
存
在
意
義
が
問
わ
れ
て
い

ま
す
。
今
こ
そ
原
点
に
立
ち
返
っ
て
、

魅
力
あ
る
患
者
会
づ
く
り
に
邁
進
し
ま

し
ょ
う
。

２
・�
会
員
増
強
・
魅
力
あ
る�

患
者
会
づ
く
り

（
１
）「
中
期
計
画
」
３
年
目
目
標

今
年
度
は
「
中
期
計
画
」
の
最
終
年

で
あ
り
ま
す
。
２
０
１
６
年
度
事
業
報

告
の
よ
う
に
、現
状
で
は
「
中
期
計
画
」

目
標
の
４
０
０
０
名
会
員
は
か
な
り
困

難
な
情
勢
で
す
。
さ
ら
に
昨
年
度
の
目

標
で
あ
っ
た
３
５
０
０
名
も
厳
し
い
状

況
で
す
が
、
全
患
者
会
の
総
力
を
あ
げ

て
、
今
年
度
も
３
５
０
０
名
を
目
標
と

し
て
掲
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
２
）
魅
力
あ
る
患
者
会
づ
く
り

患
者
会
活
動
は
私
た
ち
の
原
点
で
あ

り
ま
す
。
役
員
さ
ん
の
高
齢
化
や
患
者

さ
ん
の
無
関
心
さ
な
ど
困
難
は
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
が
、
患
者
会
の
役
員
さ
ん

が
一
人
で
悩
ん
だ
り
ご
苦
労
さ
れ
る
こ

と
な
く
、
困
っ
た
問
題
は
ど
ん
な
こ
と

で
も
事
務
局
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
東

腎
協
役
員
と
一
緒
に
な
っ
て
困
難
を
乗

り
越
え
る
方
策
を
考
え
ま
し
ょ
う
。
そ

し
て
、
今
の
医
療
制
度
を
今
後
も
堅
持

し
て
い
く
た
め
に
も
、「
患
者
会
に
入
っ

て
良
か
っ
た
」「
諸
先
輩
か
ら
学
び
長
生

き
で
き
る
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
な
魅
力

あ
る
患
者
会
活
動
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

従
来
の
学
習
会
や
懇
親
会
だ
け
で
な

く
、絵
手
紙
、書
道
、写
真
、料
理
、
俳
句
、

山
歩
き
、
ハ
イ
キ
ン
グ
、
ボ
ー
リ
ン
グ

な
ど
の
趣
味
の
会
な
ど
、
多
彩
な
企
画

を
全
都
・
ブ
ロ
ッ
ク
・
地
域
で
立
て
、

縦
横
の
活
動
を
広
げ
て
行
き
ま
し
ょ
う
。

（
３
）
個
人
会
員
の
拡
大
強
化

東
京
都
の
透
析
施
設
約
４
０
０
の
う

ち
３
分
の
２
が
未
組
織
施
設
で
す
。
現

状
で
は
、
施
設
の
協
力
が
得
ら
れ
な
か

っ
た
り
、
患
者
さ
ん
の
関
心
が
薄
か
っ

た
り
問
題
は
山
積
し
て
い
ま
す
。
ま
ず

は
個
人
会
員
の
拡
大
強
化
に
取
り
組
み
、

患
者
会
の
必
要
性
重
要
性
を
訴
え
て
行

き
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
ブ
ロ
ッ
ク
ご

と
に
未
組
織
訪
問
計
画
を
立
て
取
り
組

み
ま
し
ょ
う
。
東
腎
協
と
し
て
は
、
ブ

ロ
ッ
ク
長
を
中
心
に
定
期
的
な
組
織
対

策
会
議
・
経
験
交
流
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
東
腎
協
に
は
約
３
０
０
名
の

個
人
会
員
さ
ん
が
い
ま
す
。
昨
年
に
引

き
続
き
、
ブ
ロ
ッ
ク
ご
と
の
個
人
会
員

交
流
会
・
懇
親
会
を
積
極
的
に
計
画
し
、

個
人
会
員
の
活
性
化
・
グ
ル
ー
プ
化
を

目
指
し
ま
す
。

３
・
社
会
貢
献
事
業
活
動

（
１
）「
第
３７
回
臓
器
移
植
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
」

１０
月
に
上
野
恩
賜
公
園
（
都
心
部
ブ

ロ
ッ
ク
）
と
井
の
頭
恩
賜
公
園
（
多
摩

ブ
ロ
ッ
ク
）
で
東
京
都
と
共
催
で
開
催

し
ま
す
。
会
場
ご
と
に
実
施
計
画
書
を

策
定
し
、
昨
年
度
を
上
回
る
実
績
を
目

食
品
（
株
）、
医
療
法
人
社
団
清
光
会
、

社
会
福
祉
法
人
む
つ
み
会
、
ユ
ア
ー
ハ

イ
マ
ー
ト
（
株
）、
医
療
法
人
社
団
自

靖
会
、
東
京
障
害
者
年
金
相
談
セ
ン
タ

ー
、
医
療
法
人
社
団
静
岡
メ
デ
ィ
カ
ル

ア
ラ
イ
ア
ン
ス
、
医
療
法
人
新
光
会
、

社
会
福
祉
法
人
樹
会

２
０
１
７
年
度
事
業
計
画（
案
）
患
者
会
を
中
心
に
有
意
義

な
透
析
生
活
を
送
ろ
う
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指
し
ま
す
。

（
２
）
東
京
都
へ
の
「
２
０
１
８
年
度

予
算
要
請
」

昨
年
度
と
同
様
に
下
記
の
重
点
項
目

に
絞
り
込
み
、
８
月
に
東
京
都
に
２
０

１
８
年
度
予
算
要
請
を
行
い
ま
す
。
行

政
委
員
会
を
中
心
に
学
習
会
な
ど
を
企

画
し
要
請
内
容
を
さ
ら
に
深
め
ま
す
。

①
各
種
医
療
費
助
成
制
度
の
維
持
継

続　

②
要
介
護
透
析
者
へ
の
支
援
強
化　

③
Ｃ
Ｋ
Ｄ
（
慢
性
腎
臓
病
）
へ
の
取
り

組
み
推
進　

④
透
析
患
者
の
大
災
害
時

の
対
策　

⑤
再
生
医
療
と
臓
器
移
植
に

つ
い
て
⑥
就
労
支
援
に
つ
い
て

（
３
）
第
４７
次
国
会
請
願
署
名
活
動

全
腎
協
主
催
で
４６
年
続
け
て
き
ま
し

た
「
国
会
請
願
署
名
活
動
」
は
、
や
や

マ
ン
ネ
リ
化
し
て
お
り
ま
す
が
、
今
後

も
取
り
組
む
べ
き
重
要
な
活
動
で
す
。

地
道
に
確
実
に
取
り
組
み
、
国
と
の
パ

イ
プ
を
維
持
す
べ
き
活
動
と
し
て
取
り

組
み
ま
す
。
署
名
活
動
の
取
り
組
み
期

間
は
２
０
１
７
年
１０
月
か
ら
２
０
１
８

年
１
月
ま
で
と
い
た
し
ま
す
。

（
４
）
第
２９
回
腎
臓
病
を
考
え
る
「
都

民
の
集
い
」
の
開
催

広
く
一
般
市
民
に
腎
臓
病
の
早
期
発

見
、
早
期
治
療
を
啓
蒙
す
る
た
め
、
２

０
１
８
年
３
月
に
「
第
２９
回
腎
臓
病
を

考
え
る
都
民
の
集
い
」
を
東
京
都
と
共

催
で
開
催
し
ま
す
。

マ
ス
コ
ミ
・
医
療
施
設
・
公
共
施
設

等
へ
の
宣
伝
を
強
化
し
て
、
昨
年
度
を

上
回
る
実
績
を
目
指
し
ま
す
。

（
５
）
首
都
圏
大
災
害
へ
の
対
策

東
北
大
地
震
、
熊
本
・
大
分
大
地
震

の
教
訓
か
ら
、
透
析
患
者
の
災
害
対
策

は
緊
急
か
つ
重
要
な
課
題
で
す
。「
首

都
直
下
型
大
地
震
に
備
え
る
た
め
に
」

を
テ
ー
マ
に
、東
腎
協
第
７
回
大
会（
９

月
）
で
は
、
福
島
、
熊
本
、
な
ど
か
ら

被
災
者
を
招
き
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
な
ど
を
企
画
し
、
実
体
験
を
学

ぶ
予
定
で
す
。

東
腎
協
「
災
害
対
策
会
員
」
名
簿
の

更
新
・
作
成
と
、
災
害
時
緊
急
連
絡
網

の
整
備
を
行
い
ま
す
。

４
・
広
報
活
動

（
１
）
機
関
誌
発
行

機
関
誌
「
と
う
じ
ん
き
ょ
う
」
を
１
、

４
、
７
、
１０
月
の
４
回
発
行
し
ま
す
。

（
２
）
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
管
理
・
更
新

Ｈ
Ｐ
は
イ
ベ
ン
ト
や
お
知
ら
せ
の
情

報
を
遅
滞
な
く
細
か
く
掲
載
し
、
メ
ー

ル
で
の
問
い
合
わ
せ
や
資
料
請
求
な
ど

に
迅
速
に
対
応
し
ま
す
。
ま
た
、
慢
性

腎
臓
病
（
Ｃ
Ｋ
Ｄ
）
患
者
向
け
の
情
報

を
充
実
し
て
、
個
人
会
員
と
し
て
入
会

を
促
進
し
ま
す
。

（
３
）
対
外
的
広
報
活
動
を
強
化
す
る

新
聞
、
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
な
ど
に
主

催
す
る
事
業
の
広
報
活
動
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
医
療
施
設
や
他
団
体
へ
の
情
報

提
供
を
強
化
し
ま
す
。

（
４
）
広
報
の
営
業
活
動
を
強
化
す
る

東
腎
協
の
活
動
を
理
解
い
た
だ
き
協

力
い
た
だ
く
、
賛
助
会
員
の
増
加
に
取

り
組
み
、
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
体
制
の
強
化

を
目
指
し
ま
す
。

（
５
）
入
会
パ
ン
フ
の
作
成

新
し
い
入
会
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成

し
会
員
拡
大
、
広
報
活
動
に
活
用
し
ま

す
。

（
６
）
慢
性
腎
臓
病
（
Ｃ
Ｋ
Ｄ
）
患
者

の
入
会
を
強
化
し
ま
す

透
析
前
の
腎
臓
病
患
者
の
入
会
を
強

化
し
、
腎
臓
病
患
者
の
グ
ル
ー
プ
化
を

目
指
し
ま
す
。

５
・
事
務
局
・
組
織
活
動

（
１
）
総
会
・
理
事
会
・
正
会
員
会

①
理
事
会
開
催
は
原
則
的
に
毎
月
開
催

し
ま
す
（
８
、１２
月
は
必
要
に
応
じ
て
）。

②
ブ
ロ
ッ
ク
長
会
議
を
隔
月
で
開
催
し

相
互
に
情
報
交
換
し
ま
す
。

③
ブ
ロ
ッ
ク
ご
と
に
、
年
２
回
正
会
員

会
議
を
開
催
し
ま
す
。

（
２
）
事
務
局
体
制
の
強
化

事
務
局
強
化
は
事
業
を
活
性
化
す
る

た
め
の
大
き
な
柱
で
あ
る
。
厳
し
い
財

政
事
情
の
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、
有
効

的
な
財
政
運
営
を
心
が
け
、
健
全
財
政

に
向
け
て
努
力
し
ま
す
。

（
３
）
ブ
ロ
ッ
ク
体
制
の
強
化

ブ
ロ
ッ
ク
活
動
は
東
腎
協
活
動
の
柱

で
す
。
会
員
・
役
員
の
皆
様
の
ご
協
力

を
得
な
が
ら
組
織
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

６
・
そ
の
他
の
事
業
活
動

①
関
連
す
る
他
団
体
と
の
共
同
事
業
を

積
極
的
に
推
進
し
ま
す
。

②
（
社
）
全
腎
協
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
東
難
連
と

協
力
し
、
不
特
定
多
数
の
一
般
市
民
に

腎
臓
病
に
つ
い
て
広
く
啓
蒙
活
動
を
行

い
ま
す
。

③
福
祉
・
移
送
相
談
推
進
事
業
、
腎
臓

病
患
者
の
食
事
療
法
に
関
す
る
事
業
な

ど
を
行
い
ま
す
。
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書式第 ７号　事業計画書（法第１０条関係）

２０１７年度（平成２９年度）事　業　計　画　書　　特定非営利活動法人　東京腎臓病協議会

自２０１７年 ４ 月 １ 日　　　至２０１８年 ３ 月３１日
１ 　事業実施の方針
　広く一般市民に対し、腎臓病に関する正しい知識普及と予防を図るための事業、及び腎臓病患者の医療体制の充実と
福祉向上を図るための政策提言等の事業を行ない、もって市民の健康ならびに福祉向上に寄与することを目的とする。
２ 　事業の実施に関する事項　　特定非営利活動に係る事業

事業名 事　業　内　容
実　施
予　定
日　時

実施予定場所
従事者
の予定
人　数

受益対象者
の範囲及び
予定人数

支出見
込み額
（千円）

腎臓病に関する
知識の普及と予
防等を促進する
事業

「臓器移植キャンペーン」臓器提供
意思表示カード配布 １０月 上野恩賜公園

井の頭恩賜公園 １００人 一般市民
８，０００人 ４５０

「腎臓病を考える都民の集い」を開
催し広く一般市民に腎臓病の早期発
見早期治療を啓蒙する

３月 都　内 ２０人 一般市民
２００人 ４００

機関誌の発行 年 ４回 事務局 ５人 一般市民
６，０００人 ３，７８０

ホームページの維持管理を行い、活
動内容を紹介し、腎臓病の意識啓発
を図る

通　年 事務局 ５人 一般市民
不特定多数 ４００

広く一般市民に腎臓病に関する正し
い知識の普及と予防を促進するため、
対話のできる学習交流会を開催する

年１０回 都　内 １０人 一般市民
３００人 ８７５

腎臓病患者の
自立を支援する
ための相談事業

広く一般市民の腎臓病に関する
医療・社会保障制度の相談業務 通　年 事務局 １０人 一般市民

不特定多数 ８５７

腎臓病患者の
医療体制の充実
と福祉の向上を
図る事業

「都庁予算要請懇談会」
都庁各局職員との懇談会 ７月 都庁会議室 １０人 一般市民

不特定多数 ５０

「都議会ヒアリング」
都議会議員との懇談 ９月 都議会議員

会館会議室 １０人 一般市民
不特定多数 ５０

関連する他団体
との協同事業

「国会請願」
全腎協と腎疾患対策の早期確立をめ
ざす

３月 衆議院・参議院
議員会館 １０人 一般市民

不特定多数 １９５

関連する他団体
との協同事業

全腎協、東難連に協力及び協力金を
出し、不特定多数の一般市民に腎臓
病について広く啓蒙活動を行う

随　時 都　内 ５人 一般市民
不特定多数 ７，０００

福祉移送相談
・推進事業

ＮＰＯを取得し、通院移送を行なお
うとする団体の相談及び全腎協助成
金申請の推薦

随　時 事務局 １人
通院移送を
行う

ＮＰＯ法人
０

腎臓病患者の
食事療法に
資する事業

低たんぱく米の広報・斡旋、災害時
備蓄米斡旋 随　時 事務局 ３人 一般市民

不特定多数 １０

腎臓病患者の
災害対策事業

東京都を中心とした東京都区部災害
時透析ネットワーク他多方面の自治
体と協力をして災害対策訓練実施に
参加する

随　時 都　内 １０人 一般市民
不特定多数 ２５０

事業名 事業内容 実施予定日時
実　施
予　定
場　所

従事者の
予定人数

支出見
込み額
（千円）

広告掲載事業 機関誌広告掲載 年 ４回 事務局 １人 １，０００


